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１．はじめに 

「交通」を巡る問題は、モータリゼーションの進展に

伴い年々深刻さを増しており、公共交通の利用者減少や、

地球温暖化をはじめとする環境問題にも大きな影響を及

ぼしている。 

公共交通の利用者減少の例としては、我が国における

乗合バスが挙げられる。クルマ利用者の増加に伴い道路

整備や幅員拡張がなされ、それによりさらなるクルマ利

用者が増加する。「クルマ利用者の増加⇒それに伴う環

境づくり⇒さらなるクルマ利用者の増加」というスパイ

ラルが、近年の我が国におけるモータリゼーションの進

展の構造である。一方では、乗合バスの利用者減少によ

るバス事業者の収入減少という負のスパイラルが展開さ

れ、現在の乗合バスの利用者減少・経営悪化に陥ってい

る。これにより、依然としてバス利用に対する需要はあ

るものの適切なバスサービスが提供されていない状況が

生じ、特に過疎化や高齢化が進む地域において大きな問

題となっている。 

これらの交通に関わる問題を解決する手法として、

「モビリティ・マネジメント」1）（以下、ＭＭと略記）

が近年、様々な地域において施行され、成果を上げてい

る。コミュニケーションによって、人々の行動は、変容

しうるとされており、ＭＭには自発的な行動変容を導く

ためのプロセスに応じて、様々なコミュニケーション手

法が存在する。 

 本研究で対象とする北海道石狩郡当別町では、民間送

迎バスと自治体バスを一元的に管理し，路線・ダイヤの

合理化・効率化を図ったコミュニティバス（当別ふれあ

いバス）を平成 18 年度 4 月より運行している．これに

伴い、当別町では、学校ＭＭ・住民ＭＭ等を継続的に実

施しており、2009 年 10 月には、初めて、交通に関する

イベント“バス祭り”を開催した。このバス祭りでは、 
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当別ふれあいバスの新導入車両のお披露目やＤＭＶ車

両・ハイブリッドバスの展示等に加え、交通すごろく等

も実施した。 

本研究では、「バス祭り」といった交通に関するイ

ベントが態度行動変容にどのような効果があるかをイベ

ント時のアンケート調査及び事後の追跡調査結果から考

察を行うものである。 

 

２．対象地域の概況 
2.1 地域概況 
北海道石狩郡当別町は人口 19,982 人（平成 17 年）

を擁し、石狩平野のほぼ中央部に位置し、札幌市・石狩

市・江別市・新篠津村・月形町・浦臼町・新十津川町に

接している。また、面積は 422.71km2 で、東西に

26km、南北に 47km と地形は南北に細長く、北部には

山林地帯、南部には農地や住宅地が広がる平坦地で、町

の南北を石狩川の支流である当別川が貫流している。年

間の最高気温は 29.8 度、最低気温は－21.5 度、累計降

雪深は 599cm と道内でも寒冷で積雪の多い地域となっ

ている。 
2.2 交通概況 2） 

平成 17 年まで、当別町には、当江線と青山線の 2 つ

のバス路線しか存在せず、地域住民の生活交通は整備さ

せているとは言えなかった。そこで平成 17 年度に「当

別町バス交通体系調査事業」による基礎調査がおこなわ

れた。その調査によって、同町に存在する、民間バス、

スクールバス、福祉バス等を一元化することにより、合

理的かつ効率的な運行路線・ダイヤの構築による運行経

費の削減と地球環境への負担の軽減、地域住民への新た

な生活交通手段の提供等、バス交通体系のあり方につい

ての課題とこれに対する対策が一定程度明らかにされて

いる。また同町では、この結果を基に、平成 18 年 4 月

より、低コストで利便性の高い路線バスの実現に向けた

実証運行を行っている。さらに平成 19 年度には実証実

験運行が延長され、前年度に実施されたアンケート調査

の結果をもとに、ダイヤ・路線が変更された。 
当別町コミュニティバスは、平成19年4月1月より

2年目の実証運行が開始され、同コミュニティバスには

「当別ふれあいバス」という愛称が設けられており、



「市街地循環線」「西当別・あいの里線」「金沢線」

「青山・みどり野線」の5路線（図1）で運行されてい

る。また、運賃は全路線一律で1回200円となってい

る。  

 
図 1 バス路線図 

 
３．バス祭り 
3.1 バス祭り実施概要 
 本稿で対象とした交通に関するイベントは、当別町に

おいて開催した「バス祭り」であり、このイベントは、

コミュニティバスの利用促進を目的に実施された。バス

祭りの実施概要については、以下に示す。 

表－1 バス祭り実施概要 

開催日：2009年10月4日10：00～15：00 

会場：石狩当別駅南口駅前駐車場及びふれあい倉庫 

主催：当別町地域公共交通活性化協議会 

後援：当別町、当別町教育委員会、国土交通省北海道運

輸局・環境省北海道地方環境事務所、北海道バス

協会、ＪＲ北海道、ジェイ・アール北海道バス

㈱、北海道中央バス㈱ 

実施内容：車両展示会、バスの試乗会、バスの乗り方教

室、バリアフリー教室、バイオディーゼル燃料

の展示、子供縁日、地球温暖化等のパネル展

示、交通すごろく、アンケート調査、抽選会 

展示車両：デュアルモードビークル（以下、ＤＭＶと略

記）、ハイブリッドバス、ＣＮＧバス、当別コ

ミュニティバス新車両「ポンチョ」 

来場者数：約2,000人 

同時開催イベント：さわやか駅伝大会・ふれあい倉庫

「感謝祭」 

 
3.2 「バス祭り」実施内容 
 バス祭りにおける実施内容を以下に示す。バス祭りで

は、公共交通と環境をテーマとし、ＤＭＶ車両やコミュ

ニティバス新規導入車両「ポンチョ」、ハイブリッドバ

ス等の展示に加え、バリアフリー教室やバイオディーゼ

ル燃料の紹介等を行った。 

 

【ＤＭＶのモードチェンジデモ】 
  線路と道路を走行可能なＤＭ

Ｖのモードチェンジのデモを披

露した。 

 

【新導入車両のお披露目】 
 バス祭りを実施した月から新し

く導入する車両「ポンチョ」を展

示し、車両の特徴等を説明。 

 

【ハイブリッドバスの試乗会】 
 環境に優しいハイブリッドバス

の試乗会を実施 

 

【地球温暖化やコミュニティバス

の取組のパネル展示】 
 地球温暖化のメカニズムや問

題、当別町コミュニティバスの成

り立ち等のパネルを展示 

 

【バリアフリー体験】 
 バリアフリー体験として、車椅

子を押してバスに乗車する方法を

実践。 

【バイオディーゼル燃料の精製方

法の説明】 
 当別町コミュニティバスは天ぷ

ら油から精製するバイオディーゼ

ル燃料を用いて運行を行っている

ことから、この燃料の精製方法等

について説明。 

 
【交通すごろくの実施】 
 当別町の地理や公共交通路線を

イメージし作成した当別交通すご

ろくゲームを実施。この交通すご

ろくゲームは、ゴールに到着する

順位とゴールに到着するまでに用

いた交通機関から CO2 を算出し、

これの順位から最終順位を決定す

ることが特徴。 
 
４．イベント時のアンケート調査 
 
4.1 アンケート調査実施概要 
 バス祭り開催時に来訪者に対し、アンケート調査を実

施した。調査概要を以下に示す。 

表－2 調査概要 

調査日：2009年10月4日 

調査対象：一般（中学生以上）・小中学生 

調査方法：イベント時に手渡し配布・手渡し回収 

有効サンプル数：一般335サンプル  

小中学生104サンプル 

調査内容：個人属性（性別・年齢・職業等） 

     コミュニティバスバスに関する事項 

     （利用頻度・利用路線・利用目的・ニーズ） 

     バス祭りに関する事項 

     （認知媒体・参加理由・体験した内容・コミ

ュニティバスの利用意向） 

     心理尺度（自動車利用抑制の行動意図・バス

の行動意図・徒歩の行動意図） 



4.2 アンケート調査結果 
 アンケート調査結果について、本稿では、バス祭りに

関する事項のみを述べることとする。 

 バス祭りの認知媒体としては、一般及び小中学生とも

に、新聞折込によるチラシでの認知が高い。また、一般

においては、広報誌での認知も高い状況である。 

次に、バス祭りへの参加理由としては、一般の方に

おいては、「DMV などの新しい車両に興味がある」、

「当別ふれあいバスに興味があった」という回答が高い。

また、小中学生においては、同時開催イベントである

「さわやか駅伝に参加したから」という回答が高い結果

であった。また、本イベントのチラシ等において、環境

に関する取組みであることも周知を実施したが、この点

は、参加理由としては、大きくはなかった。 

加えて、本イベントの参加内容としては、一般、小

中学生ともに、DMV やハイブリッドバス等の車両展示に

関わる参加が多い状況であった。 

また、コミュニティバスの利用意向については、一

般、小中学生ともに、傾向は一致しており、「今後は利

用したい」という積極的な利用意向を示した回答者が

15％存在した。 
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図－2 バス祭りの認知媒体 
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図－3 バス祭りへの参加理由（一般） 
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図－4 バス祭りへの参加理由（小中学生） 
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図－5 バス祭りの参加内容 
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図－6 コミュニティバスの利用意向 

５．態度行動変容効果の検証 
 
5.1 アンケート調査実施概要 
 前述したバス祭りの態度行動変容効果について検証を

行うため、バス祭りに来場した当別町民の内、追跡調査

の協力意向を示した一般の回答者を対象にアンケート調

査を実施した。この調査概要を表－3に示す。 

表－3 調査概要 

調査日：2010年3月 

調査対象：バス祭り時のアンケート調査において追跡

調査の協力意向を示した当別町在住の一般

の回答者 

調査方法：郵送配布郵送回収 

配布数：66通 

回収数：38通（回収率：57.6％） 

調査内容：コミュニティバスバスに関する事項 

（利用頻度・利用路線・利用目的・ニーズ） 

心理尺度（自動車利用抑制の行動意図・バ

スの行動意図・徒歩の行動意図） 



5.2 効果検証結果 
  

まず、図-7 に事前（バス祭り開催時）と事後（2010

年3月）のバス利用頻度の平均値を示す。この図から、

事前のバス利用頻度の平均は、月当たり 6.38 回である

のに対し事後のバス利用頻度の平均は、7.04 回と増加

していることが分かる。また、表-4 には、バス利用頻

度及び心理指標（自動車利用抑制の行動意図・バスの行

動意図・徒歩の行動意図）の事前、事後における t-検

定の結果を示す。この表から、バス利用頻度は、有意水

準 5％で有意差が認められ、また、心理指標については、

自動車利用抑制の行動意図が有意水準 5％で有意差が認

められ、また、バスの行動意図は有意水準 1％で有意差

が認められた結果となった。なお、徒歩の行動意図にお

いては、有意差が認められていない。 

このことから、少なくとも本調査で、アンケート調

査に協力した方においては、バス祭り参加前後において、

行動（バス利用）及び態度（自動車利用抑制の行動意

図・バスの行動意図）に自動車利用抑制方向の変化があ

ったことが分かる。 
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図－7 バス利用頻度の変化（平均値） 

 

表－4 バス利用頻度及び心理指標の平均値の差異 

平均値 SD 平均値 SD

バス利用頻度（回/月） N=36 6.38 10.4 7.04 10.20 -2.041 **

自動車利用抑制の行動意図 N=36 2.97 1.11 3.44 1.16 -2.048 **

バスの行動意図 N=36 3.50 1.16 4.03 1.06 -3.168 ***

徒歩の行動意図 N=36 3.66 1.28 3.77 1.06 -0.661

有意
確率

事前 事後
ｔ値

 
**5％有意・***1％有意 

※自動車利用抑制の行動意図、バスの行動意図、徒歩の行動意図は何れ

もスコアの増加は自動車利用抑制方向を表すものである。 

 
６．おわりに 
 
 本研究では、当別町において実施した交通に関するイ

ベント「バス祭り」が態度行動変容に効果があるかにつ

いて検証を実施した。 
 その結果として、このバス祭りに参加した方への 2
度のアンケート調査から、以下の点が得られた。 
 

＜バス祭り開催時のアンケート調査より＞ 

◆ バス祭りに参加した方の約 15％が「今後はコミュニテ

ィバスを利用したい」という意向を示した。 

＜バス祭り開催時及び追跡調査より＞ 

◆ イベント実施前後でバス利用頻度及び自動車利用抑制

の行動意図、バスの行動意図において有意差が確認さ

れ、イベント参加者の行動及び意識は、自動車利用抑

制方向に変化した。 

 
 これらの結果より、交通に関するイベントが、態度行

動変容に一定の効果があることは明らかであり、さらに、

バス祭りというイベントの開催がバスの利用促進策とし

ても一定の効果があることを確認した。 
本結果を受け、当別町においては、次回のイベント

開催も考え、準備を実施しているところである。 
また、今後は、交通に関するイベントの参加におい

て、どういった心理構造の変化が生じ、また、どのよう

なイベント内容が態度行動変容に効果が高いか等につい

て、調査・分析が必要であると考えられる。 
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